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日本は 2030 年の温室効果ガス排出量を 2013 年比で 26％削減するという目標を世界に提示しました。
この実現のためには、まず現在の技術で実現できる省エネルギー行動を、産業界と国民が協力して実施











油製品供給に対する自動車部門の割合はおよそ 1/3、発電部門の割合は 1/5 であり、あわせて半分以上
を占めます。20 万 kWの LNG発電設備では年間約 40 万 t、自動車 1台が 1日 50 ㎞走行するとおよそ



































































点 20.3K；-253 度）、液体窒素（沸点 77.3K;-
196 度）の大気圧での沸点です。このなか
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2011 年 3 月に発生した東日本大震災以降、日本のエネルギーに関する議論が活発になり、その重要性
が再認識されています。原子力発電は停止し二酸化炭素の排出が多い火力発電の割合が増しています。
地球温暖化抑止のため再生可能エネルギーの導入促進が急ピッチで進み、水素社会の実現も加速してい
ます。水素と電力とを協調した理想のエネルギー供給基盤をめざした研究に、君たちも参加してみませ
んか？
